
長
泉
寺
と
い
う
寺
は
、
朝
廷
の
信
仰
が
厚
く
、
皇
太
子
の
病
気
を
癒
や
し
た
な
ど
い
ろ
い
ろ
権
威
に
満
石
た
縁
起
か
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
や
ら
こ
れ
か
多
応
寺
と
称
す
る
神
宮
寺
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
亀
川
平
田
に
あ
る
観
音
寺
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
寺
は
、
い
ろ
い
ろ
縁
起
を
か
か
え
て
お
り
ま
し
て
、
大
友
持
直
が
再
興
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
観
音
寺
も
神
宮
寺

で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

　
竃
門
ハ
幡
宮
の
神
宮
寺
は
、
六
坊
と
い
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
号
を
持
っ
た
六
の
寺
か
あ
る
と
い
う
在
り
方
か
た
い
へ
ん
珍
し
い
。
そ

れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
荘
園
の
名
に
建
ら
れ
、
名
主
た
ち
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、
ハ
権
官
の
神
宮
寺
と
し
て
祭
典
に
従
事

し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
竃
門
荘
に
荘
地
を
持
っ
た
ハ
幡
宮
か
、
坊
を
各
地
に
分
散
さ
せ
、
坊
と
称
し
な
が
ら
一
つ
の
独
立
寺
院
の

よ
う
な
形
を
か
た
ち
づ
く
り
な
か
ら
、
竃
門
ハ
権
官
の
祭
祀
に
当
た
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
非
常
に
固
ま
っ
た
在
地
の
強
力
な
力
を
示
す
と

い
う
、
神
宮
寺
の
経
営
を
し
て
い
た
非
常
に
変
わ
っ
た
神
宮
寺
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
別
府
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
古
代
か
ら
宇
佐
八
幡
宮
と
深
い
関
係
を
も
つ
と
と
も
に
、
ま
こ
と
に
何
か
平
凡
で
あ
る
よ
う
で
、
ま
こ
と

に
平
凡
な
ら
ざ
る
も
の
を
も
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
講
演
要
旨
　
文
責
事
務
局
）

別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
前
期
）

　
　
出
　
明
治
当
初
の
別
府
の
こ
と

　
江
戸
時
代
の
別
府
は
、
入
江
に
沿
っ
た
温
泉
の
湧
き
出
る
月
並

み
な
農
漁
村
で
あ
っ
た
。
別
府
か
温
泉
街
と
し
て
発
展
を
始
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
野
　
保
　
治

の
は
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
交
通
上
の
諸
制
限
が
撤
廃

さ
れ
る
に
及
ん
で
、
別
府
を
訪
れ
る
入
湯
客
は
し
だ
い
に
増
え
て

い
っ
た
。

｜
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大
分
県
参
事
（
県
知
事
）
に
任
命
さ
れ
た
森
下
景
端
が
大
分
に

着
任
し
た
の
か
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
　
一
月
一
八
日
。
別
府

の
将
来
を
見
通
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
着
任
早
々
、
一
万
両

余
り
を
投
じ
て
築
港
（
旧
桟
橋
）
と
共
浴
場
三
ヵ
所
を
改
修
す
る
。

　
風
雨
を
凌
い
で
い
た
だ
け
の
粗
末
な
共
浴
施
設
が
、
こ
れ
で
面

目
を
Ｉ
新
し
た
。
以
後
、
共
浴
場
を
中
心
に
旅
簑
・
木
賃
宿
が
軒

を
並
べ
、
宿
屋
街
を
形
成
し
て
ゆ
く
。
関
西
方
面
と
蒸
気
船
が
通

う
よ
う
に
な
り
、
県
庁
で
は
次
の
よ
う
な
布
告
を
出
し
て
村
々
の

　
コ
戸
長
」
に
取
り
締
ま
り
を
厳
重
に
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
旅
人
宿
云
々
達
（
明
治
五
年
七
月
二
五
日
）

　
　
今
般
、
旅
行
者
は
す
べ
て
鑑
札
の
携
行
を
必
要
と
し
な
い
旨

　
お
触
れ
が
出
た
。
だ
が
、
こ
の
機
会
に
無
頼
漢
か
潜
入
し
て
悪

　
事
を
働
ら
く
か
も
分
か
ら
ぬ
の
で
、
戸
籍
法
に
定
め
ら
れ
た
通

　
り
宿
帳
を
七
日
ご
と
に
戸
長
に
出
し
て
改
め
を
受
け
、
異
変
か

　
あ
れ
ば
、
直
ち
に
届
け
出
よ
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
褒
美
も
つ

　
か
わ
そ
う
。

　
別
府
の
街
に
も
、
諸
国
の
政
変
や
農
民
一
揆
な
ど
で
悪
漢
が
逃

走
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
県
達

か
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
『
県
治
概
略
工
』
）
。

　
こ
こ
で
、
ま
ず
戸
籍
法
か
ら
述
べ
て
み
る
。

　
廃
藩
置
県
（
後
述
）
と
併
行
し
て
新
政
府
か
取
り
組
ん
だ
大
き

な
課
題
が
、
太
政
官
布
告
の
「
戸
籍
法
」
。
そ
こ
で
、
新
政
府
の
見

解
に
耳
を
傾
け
よ
う
。

　
　
一
国
の
戸
数
や
人
数
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
政
府
に
と
り

　
最
重
要
事
だ
。
人
民
の
保
護
こ
そ
大
政
の
本
義
、
な
の
に
そ
の

　
実
態
を
明
ら
か
に
な
し
得
な
い
で
、
ど
う
し
て
善
政
を
期
待
で

　
き
よ
う
。
こ
れ
か
政
府
の
戸
籍
を
調
べ
る
理
由
だ
。

　
戸
籍
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
前
も
っ
て
区
画
を
定
め
、
区
ご
と
　
一

に
「
戸
長
」
（
ま
た
は
副
戸
長
、
保
長
）
を
お
き
、
姓
名
・
住
所
か
　
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ら
戸
数
・
人
員
・
生
死
・
出
入
‘
な
ど
明
ら
か
に
す
る
よ
う
合
じ
た
。

そ
の
中
で
、
旅
行
す
る
に
は
役
所
の
「
鑑
札
」
を
受
け
、
旅
宿
に

は
こ
れ
を
示
し
、
ま
た
宿
主
は
「
宿
帳
」
を
七
日
ご
と
に
戸
長
へ

提
出
、
そ
の
検
査
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
旨
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
編
成
さ
れ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
壬
申
戸
籍
」
で
あ

っ
た
。
明
治
九
年
刊
の
『
速
見
郡
村
誌
』
を
見
る
と
Ｉ
別
府
村

の
項
に
は
「
人
数
三
一
八
二
人
（
男
一
五
四
一
、
女
ヱ
八
四
一
）
、

牛
三
三
八
匹
、
馬
三
五
頭
、
漁
船
二
〇
峻
、
人
力
車
三
〇
輛
」
な

ど
、
浜
脇
村
の
項
に
は
「
人
数
二
四
三
九
人
（
男
一
二
Ｉ
八
、
女



一
二
二
こ
、
漁
船
八
三
般
」
な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
数
字
も
、
こ
の
戸
籍
調
査
の
成
果
な
の
で
あ
っ
た
。

　
参
考
ま
で
に
、
こ
の
「
戸
長
」
は
民
選
で
、
原
則
と
し
て
そ
の

町
村
に
住
む
在
籍
者
を
選
挙
で
選
ぶ
の
だ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は

他
の
町
村
に
住
む
者
で
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
た
。
選
挙
人
の
資
格

要
件
に
は
、
未
成
年
者
・
地
租
不
納
者
を
除
く
な
ど
六
項
目
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
（
大
分
県
戸
長
選
挙
法
）
。

　
つ
づ
い
て
、
別
府
の
街
に
深
い
関
係
の
あ
る
遊
廓
と
芸
娼
妓
の

こ
と
に
も
触
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
横
浜
に
入
港
し
た
ペ
ル
ー
の
奴
隷
船
マ
リ
ア
・
ル
イ
ス
号
の
事

件
が
契
機
と
な
っ
て
「
芸
娼
妓
解
放
令
」
が
出
さ
れ
、
年
季
奉
公

人
な
ど
の
人
身
売
買
が
禁
ぜ
ら
れ
た
の
か
五
年
一
〇
月
。
県
庁
か

ら
こ
の
解
放
令
か
知
ら
さ
れ
る
と
、
別
府
・
浜
脇
の
遊
女
屋
に
父

兄
が
押
し
か
け
、
そ
の
子
女
を
連
れ
去
ろ
う
と
し
た
。
困
っ
た
戸

長
を
は
じ
め
有
力
者
た
ち
は
「
泉
都
に
し
て
、
こ
の
香
囲
粉
陣
を

奪
い
去
ら
れ
て
は
市
況
に
影
響
す
る
所
、
斟
か
ら
ず
」
と
心
配
し
、

一
同
百
数
十
名
を
海
門
寺
に
集
め
て

　
　
君
た
ち
が
苦
界
を
脱
出
で
き
る
の
も
、
天
朝
の
ご
恩
。
だ
が

　
女
性
の
身
で
「
女
紅
」
（
注
、
裁
縫
な
ど
女
の
仕
事
）
も
で
き
ぬ

　
よ
う
で
は
女
の
恥
だ
。
し
ば
ら
く
こ
の
地
に
留
ま
り
、
裁
縫
や

　
紡
糸
な
ど
の
技
能
を
習
得
し
て
か
ら
父
兄
の
許
ｒ
帰
っ
て
も
遅

　
く
は
な
か
ろ
う
。
ど
う
だ
。

と
説
得
し
た
。
数
名
を
除
い
て
、
こ
れ
を
聞
き
容
れ
た
。
こ
う
し

て
約
束
し
た
て
ま
え
、
業
者
た
ち
は
、
松
原
に
あ
る
医
師
宅
の
一

部
を
借
用
し
て
女
紅
場
を
開
設
し
た
の
で
あ
っ
た
（
『
大
分
県
史
』

近
代
細
工
）
。
だ
が
、
こ
の
解
放
令
は
諸
外
国
へ
の
見
せ
か
け
だ
け

の
も
の
で
あ
り
、
芸
娼
妓
の
営
業
は
公
認
さ
れ
て
以
後
、
別
府
・

浜
脇
の
街
は
繁
栄
を
つ
づ
け
て
ゆ
く
（
後
述
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
こ
こ
で
今
一
つ
、
徴
兵
今
に
つ
い
て
も
、
ご
く
簡
単
な
か
ら
触
　
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

れ
て
お
こ
う
。

　
明
治
五
年
（
一
九
七
二
）
兵
部
省
が
廃
止
さ
れ
て
陸
軍
省
と
海

軍
省
か
お
か
れ
、
鎮
台
条
例
か
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
県
内
か

ら
六
三
名
が
熊
本
鎮
台
へ
入
営
Ｔ
る
か
、
こ
の
中
に
「
旧
日
出
藩

元
兵
員
四
名
」
か
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
『
大
分
県
地
方
史
』

七
）
。
こ
の
四
名
か
別
府
関
係
者
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
資
料
は
明

ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　
　
「
西
人
（
注
、
欧
米
人
）
コ
レ
ヲ
称
シ
テ
血
税
ト
ス
、
其
ノ
生

血
ヲ
以
テ
国
二
報
ズ
ル
ノ
謂
ナ
リ
」
と
い
う
未
熟
な
表
現
か
「
徴

I

.
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ひ
と
あ
ぷ
ら
ひ
と
ぎ
も

兵
は
強
壮
の
者
を
ア
メ
リ
カ
に
つ
か
わ
し
、
人
青
と
人
胆
を
採
つ

て
殺
し
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
デ
マ
と
な
り
、
県
民
は
強
い
不
安

に
襲
わ
れ
る
。

　
地
租
改
正
な
ど
過
重
な
負
担
へ
の
憤
り
も
あ
っ
て
、
そ
の
挙
句

は
、
玖
珠
郡
山
下
村
（
玖
珠
町
）
ほ
か
数
カ
村
で
「
徴
兵
反
対
一

揆
」
が
起
き
て
県
内
は
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
（
別
府
に
は
直
接
関

係
は
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
は
立
ち
入
ら
な
い
）
。

　
　
閣
　
別
府
と
大
区
・
小
区
制

　
さ
き
に
戸
籍
調
査
の
と
こ
ろ
で
「
区
画
」
を
設
け
る
、
と
述
べ

た
。
行
政
に
と
っ
て
区
画
（
行
政
区
域
）
の
定
立
と
、
自
治
責
任

者
の
人
事
（
選
挙
制
か
任
命
制
か
、
ま
た
手
当
な
ど
）
は
等
閑
に

付
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
事
。
こ
れ
は
、
現
在
も
変
わ
り
は
な

い
。
　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
の
廃
藩
置
県
で
は
、
と
り
あ
え

ず
藩
を
「
県
」
と
し
、
全
国
的
な
行
政
組
織
の
編
成
に
着
手
。
複

雑
な
藩
体
制
で
は
、
近
代
的
な
中
央
集
権
国
家
の
建
設
は
不
可
能

だ
か
ら
だ
。
こ
う
し
て
全
国
は
一
道
三
府
七
二
県
に
編
成
さ
れ
、

さ
ら
に
統
廃
合
さ
れ
て
一
つ
の
県
＝
「
大
分
県
」
と
な
っ
た
。

　
当
時
の
大
分
県
は
、
国
東
・
速
見
・
大
分
・
海
部
・
直
入
・
大

野
・
玖
珠
・
日
田
の
ハ
郡
、
町
村
で
は
町
が
一
七
、
村
に
至
っ
て

は
Ｉ
ハ
○
一
の
多
き
を
数
え
た
。

　
政
府
の
方
針
を
受
け
た
県
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
村
（
生
活
ム
ラ
）

を
幾
つ
か
統
轄
す
る
「
小
区
」
と
い
う
行
政
区
画
を
編
成
す
る
。

こ
う
し
て
五
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
、
郡
ご
と
に
庄
屋
を
呼
び

出
し
、
小
区
の
編
成
作
業
と
戸
長
・
副
戸
長
を
任
命
し
た
。

　
鉄
輪
村
の
庄
屋
、
佐
藤
邸
彦
は
四
月
一
二
日
、
速
見
郡
内
の
庄

屋
た
ち
と
共
に
県
庁
に
呼
び
出
さ
れ
、
一
四
小
区
の
副
戸
長
に
命

ぜ
ら
れ
た
。
同
区
で
は
、
他
に
直
江
和
太
吉
、
矢
田
直
作
も
副
戸

長
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
県
下
は
一
五
九
の
小
区
と
郡
単
位
の
八
大
区
に
分
け

ら
れ
、
大
区
ご
と
に
区
長
と
権
（
副
）
区
長
が
任
命
さ
れ
、
民
政

に
当
た
っ
た
。
別
府
か
所
属
す
る
速
見
郡
は
第
二
大
区
、
会
所
（
役

所
）
に
は
旧
日
田
県
別
府
出
張
所
跡
、
区
長
に
は
旧
日
出
藩
士
の

米
良
梅
堂
が
任
命
さ
れ
て
い
る
（
以
上
、
昭
和
六
〇
年
『
別
府
市

誌
』
）
。

　
な
お
、
別
府
の
村
々
の
小
区
編
成
お
よ
び
戸
長
・
副
戸
長
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
。

-－９



　
一
三
小
区
　
　
内
竃
門
　
小
浦
　
小
坂
　
古
市
　
亀
川
　
平
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
新
古
　
　
脇
屋
節
三

　
一
四
小
区
　
　
南
石
垣
　
中
石
垣
　
北
石
垣
　
野
田
　
南
鉄
輪

　
　
　
　
　
　
　
北
鉄
輪
　
北
中
　
原
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
江
和
田
古
　
矢
田
直
作
　
佐
藤
邸
彦

　
一
五
小
区
　
　
立
石
　
　
朝
見
　
　
別
府
　
　
浜
脇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
金
市
郎
　
掘
　
魯
一
　
橋
本
　
巌

　
一
六
小
区
　
　
東
畠
　
椿
　
梶
山
　
山
野
口
　
塚
原
　
天
間

　
　
　
　
　
　
　
若
杉
　
南
温
湯
　
北
温
湯
　
石
松
　
南
乙
丸

　
　
　
　
　
　
　
北
乙
丸
　
山
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
博
水
　
　
衛
藤
市
郎

　
五
年
暮
れ
か
ら
翌
六
年
正
月
に
か
け
、
県
内
は
荘
内
（
庄
内
）

谷
か
ら
起
き
た
大
蜂
起
（
県
中
四
郡
一
揆
）
で
揺
れ
る
。
こ
れ
を

辛
く
も
鎮
圧
し
た
県
で
は
、
キ
メ
細
か
な
行
政
を
心
が
け
る
こ
と

に
し
、
大
区
の
区
長
に
代
わ
っ
て
小
区
の
区
長
（
権
区
長
）
に
執

務
さ
せ
た
。
こ
の
時
（
八
年
三
月
）
、
小
区
の
編
成
替
え
も
す
る
。

　
一
三
小
区
　
　
平
道
村
（
小
坂
・
小
浦
）
　
内
竃
村
（
古
市
・

　
　
　
　
　
　
　
内
竃
）
　
野
田
村
　
亀
川
村
（
亀
川
・
平
田
）

　
一
四
小
区
　
　
鉄
輪
村
（
北
鉄
輪
・
南
鉄
輪
）
　
鶴
見
村
（
原

　
　
即
　
「
文
明
開
化
」
の
こ
と

　
明
治
の
初
め
、
文
明
開
化
と
い
う
言
葉
が
新
し
い
国
づ
く
り
・

社
会
づ
く
り
の
合
言
葉
と
し
て
広
く
流
行
し
た
。
そ
れ
は
一
般
に

　
［
西
洋
化
］
と
し
て
理
解
さ
れ
、
ま
た
「
近
代
化
」
を
意
味
す
る

と
さ
れ
た
。

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
断
髪
令
と
廃
刀
令
に
始
ま
り
、
新

政
府
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
施
策
を
打
ち
出
し
て
ゆ
く
。

　
ま
ず
、
暦
が
旧
暦
の
太
陰
暦
か
ら
太
陽
暦
へ
。
民
衆
の
間
に
永

ら
く
親
し
ま
れ
た
端
午
（
五
月
五
日
）
や
七
夕
（
七
月
七
日
）
な

ど
五
節
句
が
廃
止
さ
れ
、
代
わ
っ
て
天
長
節
、
紀
元
節
、
新
嘗
祭

な
ど
の
国
家
的
祝
祭
日
か
設
け
ら
れ
た
。
と
は
い
え
、
一
片
の
「
お



触
れ
」
で
生
活
慣
習
が
改
め
ら
れ
る
は
ず
か
な
い
。
新
政
府
は
「
吃

度
更
正
シ
新
暦
守
用
ス
ベ
シ
」
と
厳
し
く
命
じ
た
の
だ
が
。
現
在

で
も
、
全
国
的
に
盆
は
旧
暦
で
行
な
わ
れ
、
結
婚
式
や
慶
祝
行
事

に
は
大
安
吉
日
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
民
衆
か

新
法
に
な
じ
ま
な
い
の
も
無
理
は
な
い
（
の
ち
に
改
め
ら
れ
る
）
。

　
風
俗
改
良
の
面
で
も
、
県
達
が
出
た
。
－
旧
来
盆
踊
り
と
称

し
て
数
日
間
も
遊
び
暮
ら
し
「
俄
踊
、
基
ノ
他
俳
優
ノ
真
似
」
な

ど
す
る
の
は
「
不
開
化
ノ
階
習
（
悪
習
）
」
で
あ
る
か
ら
即
刻
改
め

よ
、
と
い
う
。
当
時
、
民
衆
の
娯
楽
と
い
え
ば
、
仁
輪
加
・
角
力

・
芝
居
・
浄
瑠
璃
ぐ
ら
い
。
こ
れ
ら
を
自
粛
せ
よ
と
い
う
の
だ
か

ら
、
民
衆
が
陰
に
陽
に
抵
抗
し
た
の
も
理
解
で
き
よ
う
。

　
ま
た
、
衣
食
住
の
分
野
で
も
「
開
化
」
の
波
が
押
し
寄
せ
る
。

遠
来
の
客
が
集
ま
る
別
府
で
は
、
尚
の
こ
と
だ
。
食
生
活
で
は
、

牛
肉
食
が
流
行
し
、
あ
る
肉
店
で
は
「
安
売
り
、
壱
斤
（
注
、
一

斤
は
六
〇
〇
グ
ラ
ム
）
五
銭
」
と
新
聞
広
告
を
出
し
た
り
、
大
分

掘
川
の
「
牛
鍋
店
、
大
繁
昌
」
と
聞
け
ば
、
別
府
か
ら
歩
い
て
食

べ
に
行
っ
た
と
い
う
（
「
田
舎
新
聞
」
慎
二
二
四
号
な
ど
）
。

　
衣
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
当
時
洋
服
を
着
用
す
る
の
は
軍
隊
か

警
察
、
そ
れ
に
ヽ
「
官
員
サ
マ
」
ぐ
ら
い
。
第
一
回
県
民
会
（
一
一

年
）
で
は
「
袴
或
ハ
洋
服
ヲ
着
セ
ズ
シ
テ
議
場
二
入
ル
ヲ
得
ズ
」

と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
洋
服
は
、
ま
さ
に
権
力
と
「
開
化
」
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
文
明
開
化
の
国
策
を
法
の
う
え
で
整
備
し
て
い
た
の
か
「
違

式
註
違
条
例
」
。
こ
の
聞
き
馴
れ
な
い
条
例
は
、
国
際
的
な
体
面

を
重
ん
じ
た
政
府
か
民
衆
の
日
常
生
活
の
ル
ー
ル
と
し
て
規
定
し

た
も
の
で
「
明
治
（
前
期
）
版
の
軽
犯
罪
法
」
と
呼
ん
で
も
よ
い

も
の
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
大
分
県
史
』
、
『
大
分
県
警
察
史
』
）
。

　
大
分
県
違
式
珪
違
条
例
の
具
体
例
を
幾
つ
か
示
そ
う
。
－
母

親
た
る
も
の
道
路
で
小
児
に
大
小
便
を
さ
せ
、
商
家
の
番
頭
ら
は

裸
体
で
来
客
に
接
し
、
ま
た
道
路
に
み
だ
り
に
牛
馬
を
つ
な
ぎ
通

行
の
邪
魔
を
し
て
は
な
ら
ぬ
、
等
々
。

　
別
府
に
関
係
す
る
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
入
浴
施
設
は
男
女
別
々

に
す
る
こ
と
、
糞
桶
は
必
ず
蓋
を
し
て
運
ぶ
こ
と
、
な
ど
。
こ
れ

ら
の
違
反
者
に
は
「
七
十
五
銭
ョ
リ
少
ナ
カ
ラ
ズ
百
五
十
銭
ョ
リ

多
カ
ラ
ザ
ル
噴
金
（
注
、
罰
金
）
」
が
科
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
一

一
年
度
の
違
反
者
は
全
県
で
違
式
犯
が
一
三
名
、
註
違
犯
が
一
四

六
六
名
（
噴
金
九
八
円
八
二
銭
）
と
な
っ
て
い
る
（
『
大
分
県
統

計
書
』
）
。
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当
時
、
男
女
混
浴
を
禁
止
す
る
と
い
っ
て
も
名
目
だ
け
で
、
鉄

輪
温
泉
な
ど
で
は
和
気
あ
い
あ
い
の
混
浴
風
景
か
戦
時
中
ま
で
見

ら
れ
た
し
、
終
戦
後
、
肥
桶
を
満
載
し
た
牛
馬
車
が
流
川
通
り
で

桶
を
ぶ
ち
ま
け
、
進
駐
軍
の
兵
士
が
思
わ
ず
鼻
を
つ
ま
む
と
い
っ

た
光
景
を
憶
え
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
圃
　
温
泉
と
宿
屋
街
の
発
展

　
さ
き
に
掲
げ
た
『
速
見
郡
村
誌
』
を
見
る
と
Ｉ
明
治
初
期
の

旅
簑
と
木
賃
宿
の
数
は
、
別
府
村
に
二
Ｉ
軒
、
浜
脇
村
は
三
〇
軒
、

つ
づ
い
て
鉄
輪
村
三
四
軒
、
市
立
石
村
（
堀
田
温
泉
）
　
一
八
軒
、

鶴
見
村
（
照
湯
・
明
僣
温
泉
）
　
一
〇
軒
で
、
そ
の
宿
泊
客
は
合
計

二
万
一
〇
〇
〇
人
に
も
達
し
て
い
る
。

　
明
治
二
二
年
（
一
八
八
〇
）
、
竹
瓦
温
泉
が
改
築
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
宿
屋
街
は
北
部
に
も
伸
び
、
市
街
地
は
さ
ら
に
広
ま
る
。

県
が
一
四
年
に
編
纂
し
た
『
大
分
県
管
内
地
図
』
に
は
、
別
府
・

浜
脇
の
そ
れ
か
大
分
、
日
出
、
杵
築
な
ど
県
下
一
五
ヵ
所
と
と
も

に
図
示
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
も
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
ご
ろ
、
街
（
別
府
・
浜
脇
）
は

一
段
と
賑
や
か
に
な
っ
て
「
大
小
の
客
舎
（
宿
屋
）
は
七
十
余
戸
、

貸
席
を
営
む
者
二
十
余
戸
、
年
中
の
浴
客
は
実
に
三
万
人
の
多
き

に
及
べ
り
と
い
う
。
土
地
の
繁
盛
又
想
う
べ
し
」
　
（
佐
藤
蔵
太
郎

　
『
別
府
温
泉
記
』
）
と
い
う
ま
で
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
内
湯
を

備
え
て
い
る
宿
屋
は
一
四
軒
、
湯
治
客
の
ほ
と
ん
ど
は
朝
夕
、
自

然
湧
出
の
共
浴
場
を
利
用
し
あ
っ
て
い
た
。

　
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
ご
ろ
の
共
浴
場
は
、
お
よ
そ
次
の

よ
う
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
別
府
温
泉
記
』
）
。

　
別
府
村
ｉ
楠
湯
　
不
老
湯
　
永
石
湯
　
掲
示
場
（
高
札
場
）

　
　
　
　
　
　
湯
　
新
湯
　
畔
無
湯
　
潮
湯
（
海
岸
砂
湯
）
な
ど

　
浜
脇
村
－
東
湯
　
西
湯
　
薬
師
湯
な
ど

　
鉄
輪
村
－
渋
ノ
湯
　
蓼
原
湯
　
浮
湯
　
蒸
風
呂
な
ど

　
鶴
見
村
－
照
湯
　
小
倉
湯
　
明
僣
湯
　
今
井
湯
　
谷
ノ
湯
な

　
　
　
　
　
　
ど

　
亀
川
村
－
湯
耶
泉
　
四
ノ
湯
な
ど

　
内
竃
村
－
御
夢
想
湯
　
汐
湯
（
海
岸
砂
湯
）
な
ど

　
野
田
村
１
赤
湯
　
蒸
湯
な
ど

　
出
で
湯
の
街
、
別
府
（
浜
脇
）
も
二
〇
年
以
降
、
温
泉
の
利
用

秩
序
は
し
だ
い
に
変
っ
て
ゆ
く
。
町
村
制
の
実
施
（
二
二
年
）
と

経
済
取
引
か
活
発
と
な
っ
て
「
温
泉
の
近
代
化
」
現
象
が
進
み
始
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め
た
こ
と
に
よ
る
。
従
来
の
共
浴
場
は
あ
ら
か
た
町
営
と
な
り
、

源
泉
の
数
も
上
総
掘
り
に
よ
る
人
工
掘
削
の
技
術
か
進
ん
だ
こ
と

も
あ
っ
て
、
増
加
を
つ
づ
け
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
自
然
湧

出
泉
に
異
変
は
見
ら
れ
な
い
（
『
温
泉
権
の
研
究
』
な
ど
）
。

　
二
五
年
発
表
の
「
全
国
温
泉
一
覧
」
の
番
付
表
で
は
、
別
府
温

泉
が
「
前
頭
七
枚
目
」
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
地
位
が

う
か
か
え
て
興
味
深
い
。

　
こ
の
よ
う
に
宿
屋
街
が
発
展
し
た
た
め
、
警
察
（
日
出
警
察
署

別
府
分
署
）
の
取
り
締
ま
り
も
厳
し
く
な
る
。
こ
う
し
て
制
定
さ

れ
た
の
が
二
〇
年
制
定
の
「
宿
屋
取
締
規
則
」
。
旅
簑
と
木
賃
宿
の

こ
と
が
出
て
い
る
の
で
、
原
文
の
ま
ま
掲
示
し
よ
う
（
前
掲
『
警

察
史
』
）
。

　
第
一
条
　
宿
屋
ヲ
分
テ
左
ノ
三
種
ト
ス
。

　
　
　
　
一
、
旅
人
宿
　
二
、
下
宿
屋
　
三
、
木
賃
宿

　
第
一
三
条
　
旅
人
宿
ト
ハ
旅
簑
屋
、
船
宿
、
荷
主
宿
ヲ
云
フ
。

　
第
二
四
条
　
下
宿
屋
ト
ハ
、
一
ケ
月
賄
料
、
座
敷
料
等
ヲ
約
定

　
　
　
　
　
シ
テ
寄
寓
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ヲ
云
フ
。

　
第
二
九
条
　
木
賃
宿
営
業
ハ
、
場
所
ニ
ョ
リ
許
可
ス
ベ
シ
。

　
一
方
、
貸
席
と
芸
娼
妓
を
対
象
に
一
一
年
に
「
貸
座
敷
規
則
」

と
「
娼
妓
（
芸
妓
）
規
則
」
、
一
八
年
に
両
者
か
一
本
化
さ
れ
て
つ

く
ら
れ
た
の
が
「
貸
座
敷
娼
妓
取
締
規
則
」
。
こ
れ
ら
の
規
則
で
県

下
の
営
業
免
許
地
は
次
の
五
ヵ
所
で
あ
っ
ｙ

　
　
速
見
郡
別
府
港
（
別
府
村
）
　
　
同
浜
脇
村
市
街

　
　
海
部
郡
関
港
（
関
村
）
　
　
　
　
　
同
下
ノ
江
港
（
下
ノ
江
村
）

　
　
大
分
郡
大
分
港
（
大
分
町
）
　
－
・
但
し
、
一
八
年
よ
り

　
こ
こ
で
、
そ
の
営
業
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。
－
貸
座

敷
の
営
業
に
必
要
な
鑑
札
料
は
業
者
五
十
銭
、
芸
娼
妓
五
銭
、
献

金
（
営
業
税
）
と
し
て
は
Ｉ
カ
月
業
省
二
円
、
芸
妓
一
円
五
十
銭
、
一

娼
妓
一
円
。
娼
妓
の
年
齢
は
一
五
歳
以
上
、
芸
妓
は
客
を
取
る
こ
　
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

と
を
禁
ぜ
ら
れ
、
営
業
時
間
は
日
の
出
か
ら
午
後
口
一
時
ま
で
。

娼
妓
は
月
三
回
の
微
毒
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
た
。

　
参
考
ま
で
に
、
明
治
二
〇
年
度
の
芸
娼
妓
（
全
県
）
は
芸
妓
一

八
六
人
、
娼
妓
一
ヱ
ハ
人
、
そ
れ
が
四
五
年
度
に
は
同
五
六
〇
人
、

同
二
七
〇
人
と
、
芸
妓
が
三
倍
、
娼
妓
か
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。

大
正
期
に
は
、
別
府
の
繁
栄
と
と
も
に
さ
ら
に
増
え
る
の
で
あ
る

　
（
前
掲
『
警
察
史
』
）
。



来
年
号
に
は

(5)（7）（6）

村
か
ら
町
へ
、
合
併
し
て
別
府
町
誕
生

別
府
と
災
害
（
伝
染
病
な
ど
）

犯
罪
と
警
察

圓
　
明
治
末
期
の
別
府
　
（
仮
題
）

別
府
の
古
文
書
史
料

な
ど
を
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。
な
お
、
本
稿
に
関
し
て
は
、
筆

者
が
担
当
し
た
『
大
分
県
史
』
近
代
編
工
（
明
治
前
期
）
、
同
ｎ

　
（
明
治
後
期
）
、
『
別
府
市
誌
（
昭
和
五
十
年
）
』
、
「
明
治
期
大

分
県
の
法
政
事
情
」
（
大
分
大
学
研
究
記
要
）
な
ど
の
諸
稿
を
併
せ

読
ま
れ
る
ご
と
を
希
望
し
ま
す
。

「
諸
用
留
」
・
「
家
宝
珍
事
記
」
の
時
代

　
　
「
諸
用
留
」
は
、
別
府
村
の
豪
商
と
言
わ
れ
た
仮
屋
（
た
ば
こ

や
）
の
荒
金
市
郎
兵
衛
か
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
よ
り
書
き

起
こ
し
た
備
忘
録
で
あ
る
。
一
快
屋
は
、
別
府
村
の
大
部
分
の
田
畑

を
所
有
し
た
と
ま
で
言
わ
れ
た
大
家
で
、
酒
の
醸
造
業
を
営
む
か

た
わ
ら
、
大
阪
方
面
へ
盛
ん
に
移
出
さ
れ
た
七
島
（
蓮
）
む
し
ろ

・
生
（
姜
）
か
の
生
産
や
問
屋
も
て
が
け
て
い
た
。

　
原
本
は
、
地
図
九
葉
を
含
む
半
紙
十
六
枚
袋
綴
じ
で
、
天
保
七

年
よ
り
安
政
七
（
万
延
元
）
年
ま
で
十
四
年
間
の
別
府
村
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
江
　
秀
　
利

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
か
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
家
宝
珍
事
記
」
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
よ
り
明
治
十

七
年
ま
で
書
き
継
が
れ
た
中
石
垣
村
首
藤
家
の
備
忘
録
で
あ
る
。

こ
の
記
録
は
、
表
紙
に
「
不
許
他
見
」
と
特
記
さ
れ
て
お
り
、
外

部
へ
の
披
見
を
は
ば
か
る
賄
賂
に
か
ん
す
る
秘
録
の
部
分
か
あ
り
、

貴
重
な
史
料
と
さ
れ
て
い
る
。

風
水
害
と
米
価

14－
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